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研究成果の概要（和文）：航空機のタービンブレード等に使用されているレニウムは鉱石の焙焼ガス中のレニウ
ム成分を過レニウム酸イオン（ReO4-）として水中に捕集し、再結晶やイオン交換樹脂、溶媒抽出等で回収して
製造されている。しかし従来の方法は回収率が低く、高窒素濃度の排水が発生する等の問題がある。このため水
中からReO4-を簡易かつ高効率に回収できる新しい方法の開発が望まれていた。本研究では2-プロパノールとア
セトンを加え紫外光照射するとほぼ完全に水中のレニウム成分をReO2とReO3の沈殿として分離回収できること、
モリブデンやタングステンの共存液からもレニウム成分のみを高選択的かつ高効率に回収できることを明らかに
した。

研究成果の概要（英文）：Recovery of rhenium from aqueous solutions by photoinduced-electron transfer
 from an electron donor to excited-state ReO4- was investigated. Specifically, UV light irradiation 
of aqueous ReO4- in the presence of 2-propanol as the electron donor efficiently decreased the ReO4-
 concentration in the solution and resulted in formation of a precipitate consisting of amorphous 
ReO2 and ReO3 and formation of acetone by oxidation of 2-propanol. Although an induction period 
prior to the decrease in the ReO4- concentration was observed, the induction period could be 
eliminated by introduction of acetone to the reaction system, which afforded 95% recovery of rhenium
 within 6 h of irradiation. Rhenium was also recovered efficiently and selectively from 
rhenium-molybdenum or rheniun-tungsten solutions.

研究分野： 有害物質の分解・無害化、グリーンケミストリー、資源回収
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は水中からレニウム成分を効果的に回収することを目的として行われた。従来の製造技術ではレニウムは
鉱石からの成分が溶解した水中から、再結晶や有機溶媒を使用した溶媒抽出により回収されていたが、回収率が
低いこと、高エネルギーコスト、さらには高窒素濃度の廃液が発生する等の問題があった。本研究で開発された
方法は光化学反応でレニウム成分を水に不溶な化学種に還元して沈殿分離する方法であり、水中のレニウム成分
をほとんど完全に回収でき、高窒素濃度の廃液等も発生しない。この方法は特許登録され、ライセンス供与を受
けた企業により実証プラントの建設まで発展したので社会的な意義は高いと考えている。












